
本日、87 日間の第二学期を大きな事故等が無く過ごす

ことができ終業式を迎えました。昨日までの「期末三者

面談」では、今学期の学校生活や学習状況を個々に確認

できたものと思います。終業式においては、校長より次

のことを伝えました。

【第２学期終業式 校長あいさつ】

＜前段略＞この間に＜中略＞様々な活動が繰り広がら

れました。皆さんは、どの活動を鮮明に記憶しているで

しょうか。これらのどの活動におい

ても金中の良き伝統を引き継ぎ、素

晴らしい成果を上げてくれました。

生徒諸君の頑張りに大きな拍手を贈

り、その成果

を讃えたい

と思います。＜中略＞２学期には

金ケ崎中学校に新たな１ページ

を刻んだ１年生の農業体験学習、

２年生の誘致企業への職場体験

学習はいかがだったでしょうか。生徒諸

君が生まれ育った金ケ崎の現状に触れ、

未来にむけて、自分たちがこれから何を

考え、どう行動していかねばならないか

を考える機会とし、自らを見つめ直すこ

とができたでしょうか。

さて、2学期の始業式に話した「八丈

島の大里地区に江戸時代に造られた『大

里の玉石垣』」を覚えていますか？＜中略＞この玉石垣

は、一つの丸い石の周囲には六つの丸い石が配置され、

その接点で互いに支え合い強固な壁を築くのです。＜中

略＞1人を仲間が支え、その支えている仲間もまた周囲

の仲間に支えられ･･････支え支えられている接点が次々

と

と繋がり強固なまとまりのある集団へと近づく･････

＜中略＞金ヶ崎中学校を強固な団結で繋げ、高き叡智を

創造し、より大きな志を抱き躍進する集団へと成長させ

ていく！それが金ヶ

崎中学校に共に学ぶ

生徒諸君の目指す姿

となってほしいと話

しました。この2学期、

生徒諸君1人1人が玉

石の様に切磋琢磨し

磨き上げられながら、

互いに支え合い強固

な金中の玉石垣を築き上げることができたでしょうか。

＜中略＞さて、明日から始まる冬休みを前に、2000 年シ

ドニー五輪女子マラソン金メダリスト高橋尚子さんの話

をします。その金メダリストの高橋尚子さんでさえ高校

時代、スランプに陥り、走ることをやめてしまおうか悩

んだそうです。その時コーチが「このスランプは一時的

現象に過ぎない。むしろ大きな進歩ができるチャンス

だ！何も咲かない寒い冬の日には、下へ下へと根を張

れ！やがて大きな花が咲く！」と励ましたそうです。こ

の言葉に高橋尚子さんは、スランプでも地道に努力を続

けることの大切さに気づき、やがてオリンピックで金メ

ダルを手にすることができたと振り返っています。この

努力の継続こそが如何に大切かは、皆さんも学習や部活

動を通し、実感として理解できると思います。私は、小

学校 4年生から竹刀を握って剣道をしてきました。冬休

みには寒稽古がありました。＜中略＞「あのな、夏の暑

い日に負けないためだ。寒さに耐え、努力したものが暑

くなるときに力を発揮し

一段と強くなるものだ

よ。」と、諭していただ

きました。＜中略＞コツ

コツと努力を重ねたもの

ほど力強い歩みをするも

のはないと実感としまし

た。

この冬の期間、しっかりと基礎を固めて下へ下へと力

強く根を張りめぐらす地道な努力を重ねることで、温か

い春の訪れを今か今か

と待ちながら、綺麗な花

を咲かせる準備をする

のです。皆さん、この冬

休みそして 3 学期がま

さにその時期ではない

でしょうか。3年生は次

の新しい道にむかって

のラストスパートの時です。1，2年生は、それぞれ進級

するための基礎固めと飛躍のためのエネルギー充電の時

です。部活動に家庭学習に、自分自身を信じ、自らを奮

いたたせて日々の努力を継続してください。冬休みそし

て 3学期に向けて強い意志を持って、着実に歩みを進め

てください。期待しています。

1 月 9 日（火）午後 3時 30 分より、町中央生涯教育セ

ンターにおいて「平成29年児童生徒顕彰表彰式」が行

われます。この顕彰は、本年度県大会以上の各種大会に

おいて優秀な成績をおさめた団体および個人に贈られる

ものです。表彰される生徒諸君は次の通りです。

（順不同 敬称略）

○男子ソフトテニス部 県中総体 団体優勝

○男子ソフトテニス部 昆・佐藤

東北中総体 個人第３位

○男子ソフトテニス部 及川・及川

県中総体 個人第２位

○女子ソフトテニス部 前角地・及川

東北中総体 個人第２位

○男子剣道部 小澤 県中総体 個人第３位

○男子バレーボール部 県中総体 団体第２位

○陸上部 髙杉 全中総体男子100M 第６位

○陸上部 伊藤 県中総体共男200M 第２位

○陸上部 朝倉・髙杉・土井・伊藤

県中総体 共男４×100MR 第２位

○陸上部 土井 県中総体中1男砲丸投 優勝

○砂子田

ｶﾜｲﾄﾞﾘﾏﾄｰﾝﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ東北予選会小中学生部門 最優秀賞

○及川 県地域安全ポスター 優秀賞

○1年3組 県小中学校新聞ｺﾝｸｰﾙ壁新聞 最優秀賞

○陸上部 藤澤 県中新人大会男砲丸投 第３位

○柔道部 佐々木 県中新人大会男50kg 優勝

○男子バレーボール部 県中新人大会 優勝

○男子剣道部 県中新人大会 団体第３位

大変おめでとうございます。

12 月 18 日（月）～21

日（木）の 4日間、第二

学期末三者面談を実施

しました。保護者の皆様

におかれましては、お忙

しいところ来校頂き大

変ありがとうございま

した。生徒諸君の二学期

での頑張りの様子やその成果について、担任・生徒・保

護者の三者で確認できたものと思います。また、冬休み

の取り組み、三学期にむけて準備等も確認できたでしょ

うか？3年生にとっては、この冬休みがラストスパート

の時です！1，2年生にとっては、それぞれ進級にむけて

の大切な準備期間となります。寒さに負けて何もしない

ままに時が過ぎ去ることの無いようにがんばってほしい

ものです。ご家庭でのご支援等よろしくお願いします。

期末清掃を

12月11日（月）

～15 日（金）

に実施しました。今学期の校舎の汚れを隅々まで綺麗に

清掃し、新年を迎える準備を整えました。生徒諸君も各

教室で使用しているロッカーや机の中の整理はできたで

しょうか？置き去りになって三学期を迎えることのない

ようにしたいものです。心も体も環境もリフレッシュして三

学期を迎えましょう！

授業で勝負・先手必勝の挨拶・心を耕す読書、そして百錬自得

き ざ は し
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二学期もご協力に感謝します。良い年をお迎えください！


